
令和７年度事業報告 

 

シルバー人材センター事業（以下「シルバー事業」）は、急速に少子高齢化が進む

中、地域社会を活性化する中核事業として、より一層の発展・拡充が期待されていると

ころです。 

 このような中、「第五次中期計画」を活動指針とし、府中町をはじめとする関係機関や

地域社会の支援を受けながら、「自主・自立、共働・共助」の基本理念のもとに会員、

役・職員が一体となって事業運営を強化・拡充し、地域社会の活性化に貢献する公益

性の高い事業を展開してきました。 

令和７年度は、昨年度に引き続きの新規就業開拓及び既存就業先の拡大を実施し

た結果、請負、委任、派遣事業全体の事業実績は１０３．８％に増加することができま

した。このような事業に対する適正会員配置については、未就業会員を優先し就業率

アップに繋がる取り組みを強化しました。 

また会員数については、広報への募集記事の掲載及び関係団体へシルバー事業

の出張説明会等を行った結果、入会者が退会者を上回り、１３名増加しました。 

安全就業については、賠償事故０件、傷害事故４件が発生したことから、安全部会

の活動として作業現場の安全パトロールを実施するとともに事故分析を行い、適切な

安全対策を作業班に反映させることで会員の安全意識の向上を図りました。 

 以下、令和７年度事業実施状況について報告いたします。 

 

（1）  事業運営の健全化と組織体制の強化 

公益社団法人として、公益性を重視した事業運営に徹し、公平・公正・透明性の

ある事業運営を推進しました。 

また、フリーランス法が施行されたことによる新たな契約方法移行への事務手順

等について、関係機関への説明を行いました。 

①  センター組織の決定機関である理事会及び各部会、各委員会の積極的な  

活動を図り、事務局及び役員並びに会員との連携や情報の共有を密にし   

事業運営の円滑な推進を行った。 

②  公益法人としての経営を視点においた職員の意識改革を図り、適正な   

役割分担のもとに協力して組織体制の構築を行った。 



③  県連合等が開催する研修会に積極的に参加し、知識・情報の習得を行った。 

 

（２） 会員の増強 

全国シルバー人材センター事業協会が設定した府中町シルバー人材センターに

おける目標会員数４３６人を達成するため、「広報ふちゅう」等に広告を掲載しセンタ

ーのＰＲを実施しました。 

また、会員専用ホームページ「smile to smile」を活用し、会員に対し就業情報をタ

イムリーに発信し、マッチング機能の強化を図りました。 

①  入会希望者への就業機会の早期の提供を実施した。 

②  関係団体との連携による入会促進を実施した。 

③  県連合主催の高齢者活躍人材育成事業から新規の会員を確保した。 

④  会員のデジタル利用を促進するためスマートフォン講習を個別で行った。 

（会員数） 

区 分 令和７年度 令和６年度 増 減 

会員数 ４３８人 ４２５人 １３人 

 

（３） 普及啓発活動の強化と実践 

普及啓発活動として、１０月に「安芸府中シルバーだより４４号」を町内全戸に配布

し、町民にシルバー人材センター事業の普及啓発及びＰＲ活動を行いました。 

また、シルバーだよりで、会員就業場所の紹介を行いました。 

①  歴史民俗資料館で「シルバー展」を開催した。 

②  各種イベントへ参加しセンターの活動を周知した。 

③  会員に「事務局だより」を発行し、センターの情報提供を行った。 

④  ブログによる情報発信を行った。 

 

（４） 就業機会の開拓・確保 

就業機会を創出し、受注の拡大を図るため職員が就業先に下見や作業確認を行

った際には、パンフレットを活用し新たな就業の開拓を実施しました。その結果、    

前年度より契約金額が増となりました。 

①  公共からの継続的な就業機会の確保を行った。 

②  個別の就業相談を随時実施した。 



③  会員が「口コミ」で就業開拓した。 

④  独自事業等を活用して、８０歳を超えても活躍できる就業環境の創出を行っ

た。 

（請負・委任業務等事業実績） 

区 分 令和７年度 令和６年度 増 減 

契約金額 １６３，７１３，５５０円 １６１，４０４，８５４円 ２，３０８，６９６円 

受注件数 １，５３２件 １，４７４件 ５８件 

就業実人員 ３７７人 ３６０人 １７人 

就業延人員 ３４，６７７人日 ３４，８２５人日 △１４８人日 

 

（派遣業務事業実績） 

区 分 令和７年度 令和６年度 増 減 

契約金額 ３４，７３８，８０２円 ２９，７５５，４０６円 ４，９８３，３９６円 

受注件数 ４３件 ３３件 １０件 

就業実人員 ８０人 ６１人 １９人 

就業延人員 ６，８４２人日 ６，２４６人日 ５９６人日 

 

   【参考】事業実績（請負・委任等と派遣の計）    

区 分 令和７年度 令和６年度 増 減 

請負・委任等 １６３，７１３，５５０円 １６１，４０４，８５４円 ２，３０８，６９６円 

派遣 ３４，７３８，８０２円 ２９，７５５，４０６円 ４，９８３，３９６円 

契約金額計 １９８，４５２，３５２円 １９１，１６０，２６０円 ７，２９２，０９２円 

受注・契約件数 １，５７５円 １，５０７件 ６８件 

就業実人員 ４５７人 ４２１人 ３６人 

就業延人員 ４１，５１９人日 ４１，０７１人日 ４４８人日 

年間就業率 ９３．８% ９１．７％ ２．１％ 

 

（５） 高齢者活用・現役世代雇用サポート事業の推進 

   高齢化や労働力人口が減少する中、現役世代の雇用環境向上のため、人手 

不足分野における派遣事業での就業機会の開拓を実施し、高齢者の活躍の場を 

創出、高年齢者活用・現役世代雇用サポート事業に取り組みました。 



① 町内の事業所を訪問して新たな派遣先を開拓した。 

② 既存の発注先に派遣事業の情報の提供をした結果、新たな仕事を受注した。 

（６） 安全・適正就業の推進 

安全は全てに優先する重点課題であり、「安全就業対策推進実行計画」に基づき

「事故ゼロ」を目指し、事故防止の徹底を実施しました。 

  賠償事故（前年度１件）及び車両事故（前年度０件）については、０件でしたが、傷

害事故（前年度３件）は４件発生しました。 

適正就業の推進については、ひとりでも多くの会員が就業できるように、引き続き

長期就業の是正を図り、ワークシェアリングを実施しました。 

①  安全パトロールを年４回実施した。 

②  安全用具の貸与（空調服）及び熱中症対策用品を配布した。 

③  剪定・除草作業会員を対象に、安全作業に係るミーティングを行った。 

④  適正就業基準要綱に基づき、ワークシェアリング及びローテーション就業を

推進した。 

 

 

 


